
連続セミナー［わが子の「発達の遅れ」、その改善に取り組む保護者たち］の歩み  （第 1回 /2017年 3月～第14回 /2018年 12月）

日時 /場所

2017/3/12
川口市

2017/4/17
さいたま市

2017/5/15
川口市

2017/6/19
川口市

2017/7/27
川口市

2017/8/25
川口市

2017/10/7
川口市

2017/12/4
川口市

テーマ

わが子の「発達の遅れ」に直面した
保護者とともに考える

言葉の遅れを改善し、読み書きの力を
身につけるまで 

言葉の遅れ、こだわり、偏食などの克服と、
家庭学習のあり方

家庭での言葉・読み書き・コミュニケーションの
指導について

言葉の遅れ、覚えられない、こだわりを改める
適切な接し方・教え方

少人数による懇談会

母親として、医師として、思うこと

夫婦でともに取り組む、娘の子育て

保護者 (講師 )の
性別／職業

母親／看護師

母親／主婦 

母親／小学校
教師 

＊第 2回と同じ

父親／医師

母親／医師

父親／弁護士

子どもの学年
( 年齢 ) ／学習期間

小 3( 男児 ) ／
4歳 2か月～現在

小 4( 男児 ) ／
年長の 7月～現在

小 6( 男児 ) ／
3歳～現在

＊第 2回と同じ

中 2( 男児 ) ／
年中の 11月～現在

4歳、5歳

＊第 5回と同じ

5歳 ( 女児 ) ／
年中 2歳～現在

診断名／主な課題

「自閉症」(1 歳 11 か月 ) ／目が合
わない、言葉の遅れ、大声・奇声、
大泣き

「知的遅れを伴う自閉症」( 年中 )
／言葉がまったく出ない

「自閉症」(3 歳 ) ／言葉の遅れ、
大泣き、多動、執着行動、偏食

＊第 2回と同じ

「広汎性発達障害」(4 歳 ) ／言葉
の遅れ、おうむ返し、ひとり言、
奇声

言葉の遅れ、こだわりなど

＊第 5回と同じ

言葉の遅れを指摘されたものの、
診断名はなし／言葉の遅れ、目を
合わさない 

参加者数
(うち保護者)

約 40 名
(19 名 )

37 名
(23 名 )

32 名
(29 名 )

32 名
(18 名 )

32 名
(26 名 )

6 名
(3 名 )

39 名
(33 名 )

30 名
(20 名 )

参加者の居住地

埼玉、東京、神奈川、
千葉、群馬

埼玉、東京、神奈
川……

埼玉、東京、長野

埼玉、東京、神奈川、
千葉、群馬、長野

埼玉、東京、千葉、
栃木、群馬、長野

埼玉

埼玉、東京、神奈川、
千葉、茨城、栃木、
長野、京都
 
埼玉、東京、神奈川、
茨城、群馬、長野

アンケート

19 通

21通

22通

13通

19通

3通

26通

14通

回

1

2

3

4

5

6

7

8



回

9

10

11

12

13

14

15
( 予定 )

日時 / 場所

2018/3/10
川口市

2018/6/2
川口市

2018/7/14
川口市

2018/8/4
川口市

2018/10/13
川口市

2018/12/22
川口市

2019/3/16
川口市

テーマ

大人の接し方が変われば、子どもは伸びる

大人の接し方が変われば、子どもは伸びる　
Part2

アメリカでは巡り会えなかった指導法に出会った

母と子の努力を家族みんなが支えた

みんなが知りたい、「発達の遅れ」を乗り越え
社会人になるまで

就職までのプロセス（幼児から社会人への成長）
みんなが知りたい、「発達の遅れ」を乗り越え社会人
になるまで Part2

「この子と会話することは一生ないでしょう」、
その子が高校受験をめざす
（言葉・コミュニケーションの遅れ、多動への対処法）

保護者 (講師 )の
性別／職業

母親／保育士

＊第 9回と同じ

母親

母親／会社員
(元看護師 )

母親／会社員

＊第 13回と同じ

母親／会社員

子どもの学年
( 年齢 ) ／学習期間

高 2( 男児 ) ／
小 1～現在

＊第 9回と同じ

ミドルスクール8年
 (女児)／ 5歳～現

在

高 1( 男児 ) ／
3歳～現在

20歳社会人2年目
(男性 )／

3歳～中学 3年生

＊第 13 回と同じ

中学 2年生

診断名／主な課題

「高機能自閉症」( 年中 )、「広汎
性発達障害」「多動性障害」( 就
学前 ) ／奇声、暴言、多動

＊第 9回と同じ

「高機能自閉症」／言葉の遅れ、
自閉傾向

「自閉症・発達遅滞」(年少 ) ／言
葉の遅れ、こだわり、多動

「広汎性発達障害」(3 歳 ) ／言葉
の遅れ、呼んでも振り向かない、
独り言、離席など

＊第 13回と同じ

「自閉症」「広汎性発達障害」／言
葉がまったく出ない、多動

参加者数
(うち保護者)

33 名
(29 名 )

30 名
(25 名 )

31 名
(26 名 )

31 名
(25 名 )

38 名
(31 名 )

91 名
(74 名 )

参加者の居住地

埼玉、東京、神奈川、
千葉、栃木

埼玉、神奈川、千葉、
茨城、栃木、群馬、
長野

埼玉、東京、神奈川、
栃木、静岡、大阪、
京都

埼玉、東京、神奈川、
静岡、長野

埼玉、東都、神奈川、
千葉、栃木、群馬、
新潟 

東京、神奈川、茨城、
栃木、群馬、長県、
新潟、北海道 

アンケート

26 通

20通

20通

23通

20通

56通

第 1回（2017年 3月）～第 8回（同2月）のタイトルは、［わが子の「発達の遅れ」に直面した保護者とともに考える］
子どもの学年 /年齢は開催当時のデータです




